臨床看護援助論Ⅳにおける事例の看護過程演習と臨床看護学実習Ⅰ・Ⅱのアセスメントの評価における関連とその現状(その1) by 清沢 京子 et al.
表１　
「大学における看護系人材養成の在り方に関する検




























・ 健康レベルを成長発達に応じて査定 (Assessment) する能力
・ 個人と家族の生活を査定 (Assessment) する能力





Relationship between the Development of Nursing Process of Cases in Clinical Nursing























































































































































究対象者 42 名の臨床Ⅰの平均点は 27.23 点（最大
37、最小 14、標準偏差± 4.79）であり、臨床Ⅱの
平均点は 25.85 点（最大 36、最小 17、標準偏差 5.53）
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　２）大学における看護系人材養成の在り方に関する
検討会；大学における看護系人材養成の在り方に関



















































































































































































実習施設・病棟：           学籍番号：       学生氏名： 





1) 対象のもつ健康障害の病態・経過（検査・治療・処置を含む）がわかる   
2) 対象の特性（年齢・性別・生活背景・生活習慣・家族・既往歴）がわかる   
3)    るきで集収を報情な要必らか身自象対
4)    るきでトンメスセアにともを報情たし集収
看護問題
の明確化 
5)    るきでがとこく導を題問護看に基をトンメスセア




7)    るきで定設を標目護看たせわ合に象対








































18) グル プーメンバーと協力し、お互いの学びを深め、共有できる   
19) 課題とされたレポ トー・記録類を、教員の指導に従って提出できる   
   )どなる守を則規 守厳間時(るきでが理管己自 )02
合 計 点(A)   
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18) グル プーメンバーと協力し、お互いの学びを深め、共有できる   
19) 課題とされたレポ トー・記録類を、教員の指導に従って提出できる   
   )どなる守を則規 守厳間時(るきでが理管己自 )02
合 計 点(A)   
評価基準 5：とても良い 4：良い 3：ふつう 2：努力が必要 1：ほとんどできない 
指導者からの助言 
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